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一織
轄
滋
」
の
改
正
で
萩
職
農
の
簿
縄
戦
韓
塗
卓

陽
嫌
略
錫
媛
ヤこ，こ舶
卿
瑚
鞠
賤
誕
唾

一　
こ
の
法
律
は
、
わ
た
し
た
ち
教
職
員
に
と
っ
て
、
と
て

一法
律
で
す
。
「給
特
法
」
　

正
式
名
称
は

「
公
立
の
義
務

一教
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
と
い
い
ま
す

一る
と
教
職
調
整
額
と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、
支
給
・

一い
る
法
律
が
こ
の
給
特
法
で
す
。
教
育
公
務
員
に
し
か
ｔ

ａラ
，
ど
う
し
て
結
婚
法
の
改
正
な
の
！

　̈
絹
特
法
が
で
き
た
背
景
は
…
　

合̈
で
も
４
項
目
に
限
定

（限
定
４
項

後
述
し
ま
す
が
、
「給
特
法
」
は
本
来
教

　̈

現
在

の
勤
務
時
間
は

一
日
７
時
間

日̈
）
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

員

の
超
過
勤
務

の
歯
止
め
を
規
定
す
る

一
４
５
分
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
職
一　
し
か
し
、
今
で
は

■
給
特
法
」
成
立

た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど

¨
員
の
月
例
給
は
勤
務
時
間
に
お
け
る
一
の
趣
旨
で
も
あ
る
教
員
の
超
過
勤
務
を

う
で
し
ょ
う
。
北
九
州
の
教
員
の
在
校
時

¨
労
働
の
対
価
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
猛
小制
限
と
せ
ず
歯
止
め
を
規
定
す
る
も

間
は
長
く
な
る

一
方

で
す
。
学
力

・
体
力

一
ま
す
。
他

の
公
務
員
に
は
、
勤
務
時
間

¨
の
と

い
う
意
識
が
薄
れ
、
所
定
外
勤
務

向
上

の
名

の
も
と
、
学
校

に
多

忙

化
と
疲

¨
外

の
仕
事

に
は
、
月
例
給
と

は
別

に
時

時̈

間

は
す

べ

て
自

発
的

勤
務

（ボ

ラ

ン

弊

を
も
た
ら

し

て

い
ま
す
”

本
来
な

ら
、　
¨
問
外
勤
務

手
当

が
支

給
さ

れ
ま
す
。
１
一
テ

イ
ア
）
と

し
て
整

理
さ

れ

て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
間
外
勤
務
に
歯
止
め
を

¨
９
６
０
年
代
、
教
育
公
務
員
に

「時
間
一結
果
と
し
て
、
教
育
委
員
会
は
必
要
な

か
け
る
の
が

「給
特
法
」
な
の
で
す
。
超

¨
外
勤
務
手
当
」
を
求
め
る
裁
判
が
全
国

教̈
職
員
の
配
置
等
の
施
策
を
怠
り
い　
一

時
間
労
働
の
背
景
に
、
管
理
者
に
よ
る
勤

¨
各
地
で
展
開
さ
れ
、
最
終
的
に
文
部
省

方̈

で
従
来
の
教
育
施
策
と
併
せ
て
、
学

務
時
間
管
理
の
意
識
が
薄
れ
て
い
る
こ
¨
を
教
職
員
組
合
と
で
妥
結
ｔ
た
の
が

力̈

・
体
力
向
上
等
の
施
策
を
次
々
と
教

と
が
常
態
化
の
原
因
の
一
つ
で
す
。
ま
¨
こ
の

「給
特
法
」
な
の
で
す
。　
　
　

育̈
現
場
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
構
造

た
、
管
理
職
が
、
間
近
で
職
員

の
長
時
間

¨
　

昭
和

４
６
年

に
国
会

で
成
立

し
た

， に
な

つ
て
い
ま
す
。

の
実
態
を
把
握
し
て
い
て
も
、
具
体
的
な

一
給
特
法
で
は
、
第
３
条
の
１
項
で

「教
一

改
善
策
を
取
ら
ず
黙
認
し
て
い
る
こ
と
¨
職
員
に
は
、給
料
月
額
の
４
％
の
教
職
一結
将
法
の
隠
甲
を
求
め
ま
し
よ
う

も
法
律
に
照
ら
し
大
問
題
で
す
。
わ
た
し
¨
調
整
額
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
¨

「給
特
法
」
第
６
条
２
項
で
は
、
勤
務

た
ち
教
職
員

が
健
康

で
安

心

し

て
生

活

¨
い
」
と
な

つ
て
お
り
、
同
２
項
で
は
「教

時̈

間

を
超

え

て
勤
務

さ

せ

る
場
合

は

で
き

る
職
場

環
境

改
善

の
た

め

に
は
、

¨
育
職
員
に

つ
い
て
は
、
時
間
外
勤
務
手

，
「健
康
と
福
祉
を
害
す
る
こ
と
と
な
ら

「給
特
法
」
で
の
時
間
外
勤
務
歯
止
め
の
¨
当
及
び
休
日
勤
務
手
当
は
支
給
し
な
一な
い
よ
う
勤
務
の
実
情
に
つ
い
て
十
分

た
め
の
具
体
的
条
項

の
改
正
は
必
要
不
”
い
」
と
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
時
間

な̈
配
慮
が
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

可
欠
で
、
直
近
の
課
題
な
の
で
す
。
　
　
　
外
勤
務
手
当
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
と
な

っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
限
定
４

眼欝熙

「え
～
、
ま
た
退
職
金

が
減
ら
さ
れ
る
の
」

そ
ん
な
悲
痛
な
声
が

聞

こ
え
そ
う

で
す

が
、
ま
だ
決
ま

っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。

人
事
院
は
、
昨
年
８
月
内
閣
総
理

大
臣
及
び
財
務
大
臣
か
ら
民
間

の
退
職
金
及
び
企
業
年
金
の
実

態
調
査
の
実
施
と
見
解
表
明
を

求
め
ら
れ
た
と
し
て
、
民
間
企
業

の
勤
務
条
件
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
現
在
集
計
中
で
す
が
、

政
府

，
人
事
院
は
、
公
務
員
の

退
職
手
当
の
労
働
条
件
性
を
認

め
ず
労
使
協
議
を
十
分
行
わ
ず

一
方
的
に
決
定
し
て
き
ま
し
た
。

国
家
公
務
員
の
退
職
手
当
は

５
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
前
回
見
直
し
で
は
、
忘

れ
も
し
な
い
、
平
均
４
０
０
万
円

を
超
え
る
引
下
げ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
わ
た
し
た
ち
教
職
員
も
市

職

へ
の
移
管
で
給
与
が
き
り
下

げ
ら
れ
、
将
来
設
計
に
大
き
な
狂

い
が
生
じ
る
だ
け
で
な
く
、
単剛
回

の
改
悪
で
退
職
金
が
大
幅
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
た
め
に
、
退
職
後

の
生
活

へ
の
不
安
を
増
幅
さ
せ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
退
職
手
当
削
減
は
個
人

消
費
の
低
下
で
地
域
経
済
を
疲

弊
さ
せ
、
地
域
間
格
差
拡
大
と
地

方
自
治
体
財
政
に
も
悪
影
響
を

与
え
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
観
点
か

ら
も
削
減
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。



項
目
に
基
づ
い
て
時
間
外
勤
務
を
命
じ
る

場
合
で
も
、
教
職
員
の
健
康
や
勤
務
の
実
情

を
必
ず
配
慮
す
る
よ
う
に

「給
特
法

・
給
特

条
例
」
は
求
め
て
い
ま
す
。

唯

一
、
時
間
外
勤
務
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
限
定
４
項
目
で
さ
え
も
厳
し
い
制

限
が
あ
る
こ
と
か
ら
多
忙
化
解
消
に
向
け

た
法
的
根
拠
と
し
て
職
場
で
活
か
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
教
北
九
州
は
、
こ
れ
ま
で
も
長
時
間

過
密
労
働
の
解
消
に
向
け
て
交
渉
を
行

っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
職
場
教
職
員

の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
多
忙
化
、
長
時
間
過

密
労
働
解
消
の
運
動
を
進
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
全
日
本
教
職
員
組
合
と
と
も
に

「教
職

調
整
額
」
の
支
給
で
は
な
く
、
労
働
の
対
価

に
見
合

っ
た
残
業
代
の
支
給
を
国
、
文
科
省

に
強
く
求
め
る
運
動
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

圃
田
円
旧
日
日
幽

（第
●
条
Ｚ
項
）

時
間
外
勤
務
を
命
じ
る
場
合
は
、
次

に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
す
る
場
合
で

囲
馴
酬
副
剰
劉
倒
囲
剰
矧

る
と
き
に
限
る
も
の
と
す
る
。

１
　
生
徒
の
実
習
に
関
す
る
業
務

２
　
学
校
行
事
に
関
す
る
業
務

３
　
教
職
員
会
議
に
関
す
る
業
務

４
　
非
常
災
害
等
や
む
を
得
な
い
場

合
に
必
要
な
業
務

多
忙
化
解
消
に
向
け
、
他
県
で
は
実
効
あ
る
取
組
が
！

今
、
全
国
で
敦
職
員
の

「多
忙
化
解
消
」
の

た
め
の
施
策
が
進
行
中

隣
の
佐
賀
県
で
は
、
各
自
治
体
単
位
で

「多
忙
化
解
消
検
討
委

員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
具
体
的
施
策
が
現
場
に
お
ろ
さ
れ
て
い
ま

す
。主

な
取
組
は
、

①
学
校
規
模
に
関
係
な
く
設
置
さ
れ
て
い
る
「労
働
安
全
衛
生
委

員
会
」
の
実
施
回
数
　
②
超
過
勤
務
の
実
態

（延
べ
人
数
）

③
定

時
退
勤
強
化
月
間
の
取
組
結
果
と
各
学
校
の
成
果
と
課
題
　
④
勤

務
時
間
等
の
適
正
化
に
つ
い
て
の
各
学
校
の
取
組

等
の
報
告
を
教
育
委
員
会
が
ま
と
め
、
実
態
資
料
と
し
て
そ
の

自
治
体
す
べ
て
の
学
校
に
配
布
さ
れ
、
学
校
間
の
取
組
が
比
較
で

き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
で
は
、
職
員
の
長
時

間
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
の
た
め
の
業
務
記
録
簿

（３
年
間

保
存
）
作
成
が
必
須
と
な

っ
て
い
ま
す
。
あ
る
学
校
で
は
、
年
度

の
取
組
と
し
て
、
緊
急
時
で
な
い
限
り
１
８
時
半
施
錠
、
会
議
時

間
の
短
縮
、
業
務
の
効
率
化
等
を
具
体
的
方
法
も
確
認
の
う
え
実

行
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
特
別
な
事
例
で
は
な
く
全
国
の
多
く
の
自
治
体
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
多
忙
化
解
消
の
検
討
委
員
会
に
は
、
現
場

の
実
態
を
多
忙
化
削
減
の
観
点
か
ら
強
く
要
求
し
、
現
場
の
状
況

を
熟
知
し
て
い
る
教
職
員
組
合
の
代
表
が
委
員
と
し
て
参
加
し
て

い
る
の
で
実
効
あ
る
取
組
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
北
九
州
で
は

「多
忙
感
解
消
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
」
に
、

わ
た
し
た
ち
教
職
員
組
合
の
参
加
を
要
求
し
て
も
、
市
は
こ
れ
ま

で
拒
否
し
続
け
て
い
ま
す
。
結
果
は
、
ご
存
知
の
通
り
、
超
多
忙
、

超
時
間
勤
務
、
超
過
密

・
過
重
労
働
の
蔓
延
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
ク
教

育
職
場
で
す
。
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
の
存
在
意
義
さ
え
疑
わ
れ
ま
す
。

「学力柄売のため」の校時見直しではなく 、
教師の「多忙化解消等のため」の校時の見直しをゴr」

i 12月 の校長会で、小学校の校長に対し校時表見直 しの提案があつたようです。皆さんの学校 !

|では、校時表の変更が職員会や運営委員会で議題になつているでしょうか。早いところではこ i

lの 2月 から新 しい校時表による児童の下校時間の繰 り上げ (早帰 り)が始まっています。しか |

|し、学校によっては放課後の学習補充を実施するところもあるようで、準備などでさらに多忙、 |

1超勤になるのは目に見えています。                           |
1 校時表の見直 しについては、全教北九州は、全国の実態を参考に市教労の時代から市教委や |

1校長会長会に「長時間過密労働の改善策」として提案 してきました。しかし、今回の校時見直 |

!しは、「授業を早 く終わらせ、残 りの時間は教職員の教材研究等に充てる」という教師の指導力
|

|

i向上のためのものではなく、放課後の時間を学力向上のための学習などに充てるというもので
|

1

1す。これは、「子どもたちのためにもっといい授業がしたい」「健康で安心して働くことのでき !

|る職場に」という私たちの要求と相反するものです。                   1
1 また、昼休みの分割付与では子どもの下校後の教師の休憩時間が保障されないということも i

l想定されます。権利でもある休憩時間の確保を職場でもきちんと要求しましょう。      |
Ｌ

つ
み



市教委に対し、「5日 前の内示」、及び

「単元末テス トの中止」の申し入れを行いました。

示日の申し入れについ

市会議員選挙の年は内示が遅くなることがあります。今年は 29日 が会期末ですが、それを待つての内
示では残務整理、校務支援システム停止の関係で仕事に支障がでます。そこで下記の申し入れをしました。

ストの実施強翼及び実競中止の申し入れについ

学カテス ト対策で北九州独自の単元末テス トの強要が各学校におろされています。この件に関しまった

知らされていない学校もあるようです。これについても申し入れを行いました

2016年度人事異動内示日に関する申入書

貴職におかれましては、教育現場の長時間過密労働改善のために諸策を鋭意

ご検討されている事とお察し申し上げます。          !

さて、本年度末を間近に控え、北九州市はじめ教育委員会当局も忙しい日々 で

あることは承知しておりますが、学校現場も4月 の異動で大きく体制が変わり

ます。働く場所が違えば、業務の整理や引き継ぎ等にも時間がかかります。ま

た、 3月 末には「校務支援システム」も止まるため学年末業務をするための時

間に暉ちれています。また、内示即発令ではないので、内示後の混乱もないと

は限りません。

そのため、以下のことを求めます。

1.2016年 度末人事異動の内示を、遅くとも3月 27日 (月 )ま でに行う

こと。

2017年 度小学校における単元未テス ト等の

実施を行わないことを求める申入書

教育委員会は2月 16日 を回答締切として、4, 5, 6年生の2017年

度における国語科・算教科の単元末テス トと理科のまとめのテス トを実施す

るかどうかの判断を学校現場におろしてきました。

来年度の職員配置も決まっていないこの段階で、十分な論議をする時間もと

らず判断を通つたことは大きな問題です。また、実施についての職員会議を開

いていない学校が多数あるのも問題です。来年度単元末テストの実施の有無を

話し合つた学校では、教師のほとんどが本年度実施した5年生の単元末テスト

が、「難しくてやる気を失つた児童が多かつた」「採点が難しく時間を取られた」

「教師によって採点の基準が違うのに委員会に平均点を報告するなど意味が

ない」「来のテストに加えてこれ以上テストを増やすことなどできない」など

と反対意見を述べたにもかかわらず、「委員会からやつてくれと言われていま

すから」「最終的には学校長の判断ですから」と言つて教師の意見を取り入れ

なかった学校もあります。協同が必要な教育の現場には強制はなじみません。

児童の立場から言えば、難しいテストにやる気を失うばかりか、やり直し

にも時間がかかりまたその時間も保障されにくく、「白いテストはいやだ」の

声が多く、「学力向上に大きな力を果たすとは考えにくい」と多くの教師が言

っています。

教師の立場からいえば、長時間過密労働に何ら抜本的な対策が取られない現

状でこの単元テストが実施されれば、テストの採点業務は益々増し、本来の教

材研究をする時間は減る一方で「授業力向上で学カアップ」にも逆行します。

教育委員会には、学校現場の教師の悲鳴が聞こえないのでしょうか。

児童も教師も意欲をそがれている中、この単元末テスト。まとめのテストの

実施を中止するよう、強く申し入れます。

以上

以 上

あつて当たり前に感じる権利も復活させるためには多くの時間と労力が必要です。もちろん働く人た

!ちの生活と権利を守り、発展させる責任を負った教職員組合としてこれから失つた権利を回復する運

1を行しヽます。「わたしたちの権利」について身近に考えていただき、―緒に運動を進めましょう。
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8階会鋳室
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日l寄 : 4月 8日 (土),3:30～ 11:50

場所:ウェfし戸組
毎年恒例。新年度スター トのこの時期に、「せんせいの学校開検式」を行います。始業式

を′慌ただしく終え、月曜日からの子と
｀
もたちとの日々に胸をときぬかしているこの日。学級

や学年集団をどう育てていくか、教節集団とどうつながっていくんヽ。先輩教節が熱く語 Wま

す。

また、2017年 4月 から権限移譲で市費職員に変わし|ま す。制度がどう変わるの ?給料

は?一緒に学んでいきましょう。

「学び」のとらえ方。子ども達の「発遠」のとらえ方。子ども達の発信するサイン。教自甲は

どう応えていくか。教節集団で力を合わせ、 1+1=2以 上の力を出して、子ども達を育て
ていきたい。学習したいことはいっぱいですね。

★時間割★

13:30～ 教室でで奪ろ集団ゲーム

14:10～ 小学校講座

(講師 :板垣費二さん)

中学校講座

儲 師 :吹上隼人さん)

15:50～ 働き方講座 (給料、制度について)

16:30～ 帰岬の会・お楽しみ抽選会

2月 17日 (金) せんせしヽの学校  「ヒロシマ・ナガサキをどう教えるか」
付録 福島を者える行動  沖縄フィールドワーク

2月 22日 (水) 教員採用対策講座 第 1回「鷹の爪」 【ウェルとばた】
2月 24日 (金) 定例会  【高見市民センター】
3月 5日 (日 )  「新しい学習指導要領を読み解く」学習会 (東京)
3月 8日 (水)  「退職金削減反対」中央行動  (東京)

共謀罪創設反刈学習会

※「退職手当見直しにかかる職場決議」を各職場であげ、反対の意思表示を !

3月 11日 (土) さよなら原発 13・ 11北九llllll集会、パレード
3月 25日、26日 次期学習指導要領分析、検討会議 (東京)
3月 27日 (28日 )内示予定回 定例会 内示苦情処理   ※学年末成績付けお疲れ様 !

問い合わせ 輩主青融引路力ぃJ明  貿〕 093-280中 4776、 080-4271-681S(時と,11)


